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【 請 求 項 １ 】
　 モ ン ゴ メ リ 乗 算 を 実 施 す る た め の 処 理 シ ス テ ム に お い て 、
　 １ 組 の レ ジ ス タ （ １ ０ ８ ） を 有 し 、 暗 号 化 機 能 を 実 行 す る プ ロ セ ッ サ で あ っ て 、 前 記 モ
ン ゴ メ リ 乗 算 は 、 前 記 暗 号 化 機 能 に お け る べ き 乗 を 計 算 す る た め に 使 用 さ れ る も の で あ り
、 当 該 プ ロ セ ッ サ が Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 を サ ポ ー ト す る よ う に 構 成 さ れ た プ ロ セ ッ サ （ １ ０ ２ ）
と 、
　 モ ン ゴ メ リ 乗 算 を 実 行 す る た め の 、 前 記 プ ロ セ ッ サ に よ っ て 実 行 可 能 な １ 組 の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ
命 令 （ １ １ ０ ） と を 含 む 処 理 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 モ ン ゴ メ リ 乗 算 は 、
　 　 ｍ ｏ ｎ ｔ ｍ ｕ ｌ （ Ａ ， Ｂ ） ＝ ｒ ｅ ｍ （ （ Ａ Ｂ － ｑ Ｎ ） ／ Ｒ ， Ｎ ） 、 こ こ で ｑ ＝ ｒ ｅ ｍ
（ Ａ Ｂ 　 Ｎ ’ ， Ｒ ） で あ り 、
　 　 Ａ お よ び Ｂ は 整 数 で あ り 、 ｑ は 商 で あ り 、 Ｎ は 法 で あ り 、 Ｒ は 法 Ｎ と 互 い に 素 で あ る
整 数 で あ り 、 Ｎ ’ は Ｎ Ｎ ’ ≡ １ （ ｍ ｏ ｄ 　 Ｒ ） と な る よ う な 整 数 で あ り 、 ｒ ｅ ｍ は 剰 余 演
算 で あ っ て 、 か つ 、
　 　 前 記 整 数 Ｂ お よ び 前 記 法 Ｎ は 配 列 と し て 実 施 さ れ 、 少 な く と も １ つ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 を
使 用 し て 、 Ａ Ｂ を 計 算 す る た め の Ｂ の 倍 数 で 第 １ の 配 列 Ｔ １ を 更 新 し 、 ｑ Ｎ を 計 算 す る た
め の Ｎ の 倍 数 で 第 ２ の 配 列 Ｔ ２ を 更 新 す る も の と し て 定 義 さ れ る も の で あ り 、
　 第 １ の レ ジ ス タ は 、 前 記 Ｂ お よ び Ｎ の 配 列 の 要 素 を 保 持 し 、
　 第 ２ の レ ジ ス タ は 、 前 記 第 １ の 配 列 Ｔ １ の 要 素 と 前 記 第 ２ の 配 列 Ｔ ２ の 要 素 と を 保 持 し
、
　 第 ３ の レ ジ ス タ は 、 Ｂ の 倍 数 で 更 新 さ れ た 前 記 第 １ の 配 列 Ｔ １ お よ び Ｎ の 倍 数 で 更 新 さ
れ た 前 記 第 ２ の 配 列 Ｔ ２ の 結 果 を 保 持 す る た め に 使 用 さ れ る も の で あ り 、
　 前 記 Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 は 、 乗 算 Ａ Ｂ お よ び ｑ Ｎ の 部 分 を 同 時 に 実 行 す る 単 一 の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令
を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 処 理 シ ス テ ム 。



【 請 求 項 ２ 】
　 単 一 の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 を 使 用 し て 前 記 第 １ の 配 列 Ｔ １ と 前 記 第 ２ の 配 列 Ｔ ２ と を 同 時 に 更
新 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 プ ロ セ ッ サ （ １ ０ ２ ） は 前 記 モ ン ゴ メ リ 乗 算 か ら の 中 間 計 算 値 を 保 持 す る た め の ２
つ の 配 列 を 維 持 し 、 前 記 Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 （ １ １ ２ ） を 使 用 し て 前 記 ２ つ の 配 列 を 同 時 に 更 新
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 モ ン ゴ メ リ 乗 算 は 入 力 配 列 の 第 １ の 乗 算 と 法 配 列 の 第 ２ の 乗 算 と を 含 み 、 前 記 Ｓ Ｉ
Ｍ Ｄ 命 令 （ １ １ ０ ） を 使 用 し て 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 乗 算 を 同 時 に 実 行 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 モ ン ゴ メ リ 乗 算 は 命 令 の ル ー プ を 有 し 、 前 記 ル ー プ の 各 反 復 は 、 コ ピ ー 演 算 を 除 き
８ つ 以 下 の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 （ １ １ ０ ） を 使 用 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 （ １ １ ０ ） は 、 ２ つ の ロ ー ド 命 令 と 、 １ つ の 乗 算 命 令 と 、 ２ つ の 加 算
命 令 と 、 １ つ の コ ピ ー 命 令 と 、 １ つ の ビ ッ ト ご と の Ａ Ｎ Ｄ 命 令 と 、 １ つ の ス ト ア 命 令 と 、
１ つ の シ フ ト 命 令 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 モ ン ゴ メ リ 乗 算 を 実 施 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 媒 体 に お い て 、
　 プ ロ セ ッ サ （ １ ０ ２ ） 上 で 実 行 さ れ る と き 、 前 記 プ ロ セ ッ サ に モ ン ゴ メ リ 乗 算 を 実 行 す
る よ う 命 令 す る コ ン ピ ュ ー タ 実 行 可 能 な Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 （ １ １ ０ ） を 備 え 、
　 前 記 プ ロ セ ッ サ （ １ ０ ２ ） は 、 暗 号 化 機 能 を 実 行 す る た め の も の で あ り 、 前 記 モ ン ゴ メ
リ 乗 算 は 、 前 記 暗 号 化 機 能 に お け る べ き 乗 を 計 算 す る た め に 使 用 さ れ る も の で あ り 、
　 前 記 モ ン ゴ メ リ 乗 算 は 、
　 　 ｍ ｏ ｎ ｔ ｍ ｕ ｌ （ Ａ ， Ｂ ） ＝ ｒ ｅ ｍ （ （ Ａ Ｂ － ｑ Ｎ ） ／ Ｒ ， Ｎ ） 、 こ こ で ｑ ＝ ｒ ｅ ｍ
（ Ａ Ｂ 　 Ｎ ’ ， Ｒ ） で あ り 、
　 　 Ａ お よ び Ｂ は 整 数 で あ り 、 ｑ は 商 で あ り 、 Ｎ は 法 で あ り 、 Ｒ は 法 Ｎ と 互 い に 素 で あ る
整 数 で あ り 、 Ｎ ’ は Ｎ Ｎ ’ ≡ １ （ ｍ ｏ ｄ 　 Ｒ ） と な る よ う な 整 数 で あ り 、 ｒ ｅ ｍ は 剰 余 演
算 で あ っ て 、 か つ 、
　 　 前 記 整 数 Ｂ お よ び 前 記 法 Ｎ は 配 列 と し て 実 施 さ れ 、 少 な く と も １ つ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 を
使 用 し て 、 Ａ Ｂ を 計 算 す る た め の Ｂ の 倍 数 で 第 １ の 配 列 Ｔ １ を 更 新 し 、 ｑ Ｎ を 計 算 す る た
め の Ｎ の 倍 数 で 第 ２ の 配 列 Ｔ ２ を 更 新 す る も の と し て 定 義 さ れ る も の で あ り 、
　 第 １ の レ ジ ス タ は 、 前 記 Ｂ お よ び Ｎ の 配 列 の 要 素 を 保 持 し 、
　 第 ２ の レ ジ ス タ は 、 前 記 第 １ の 配 列 Ｔ １ の 要 素 と 前 記 第 ２ の 配 列 Ｔ ２ の 要 素 と を 保 持 し
、
　 第 ３ の レ ジ ス タ は 、 Ｂ の 倍 数 で 更 新 さ れ た 前 記 第 １ の 配 列 Ｔ １ お よ び Ｎ の 倍 数 で 更 新 さ
れ た 前 記 第 ２ の 配 列 Ｔ ２ の 結 果 を 保 持 す る た め に 使 用 さ れ る も の で あ り 、
　 前 記 Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 は 、 乗 算 Ａ Ｂ お よ び ｑ Ｎ の 部 分 を 同 時 に 実 行 す る 単 一 の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令
を 含 む
こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 媒 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 配 列 Ｂ お よ び Ｎ の 要 素 を 前 記 第 １ の レ ジ ス タ に ロ ー ド す る た め の 第 １ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 と
、
　 配 列 Ｔ １ お よ び Ｔ ２ の 要 素 を 前 記 第 ２ の レ ジ ス タ に ロ ー ド す る た め の 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命
令 と 、
　 第 １ の 乗 算 に よ る 前 記 配 列 Ｂ の 要 素 と 、 第 ２ の 乗 算 に よ る 前 記 配 列 Ｎ の 要 素 と を 乗 算 す
る た め の 、 第 ３ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 と 、
　 前 記 第 ２ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 に よ っ て ロ ー ド さ れ た 前 記 配 列 要 素 、 お よ び 前 回 の 反 復 か ら 保
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存 さ れ た 任 意 の 桁 上 げ 数 に 、 前 記 第 ３ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 の 結 果 を 加 算 す る た め の 、 第 ４ お よ
び 第 ５ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 と 、
　 前 記 第 ５ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 の そ れ ぞ れ の 出 力 を 、 １ つ は 配 列 Ｔ １ お よ び Ｔ ２ に 収 ま り も う
１ つ は 次 の 反 復 の た め の 桁 上 げ 数 を 表 す ２ つ の 縮 小 さ れ た 結 果 に 分 け る た め の 第 ６ お よ び
第 ７ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 と 、
　 メ モ リ 内 の 、 配 列 Ｔ １ の 要 素 お よ び 配 列 Ｔ ２ の 要 素 を 更 新 す る た め の 第 ８ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命
令 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 取 り 可 能 媒 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 （ １ １ ０ ） は Ｓ Ｓ Ｅ ２ 命 令 を 含 む も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
７ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 取 り 可 能 媒 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 モ ン ゴ メ リ 乗 算 を 実 施 す る 方 法 に お い て 、
　 モ ン ゴ メ リ 乗 算 を 実 行 す る 際 に 使 用 さ れ る 値 で １ 組 の レ ジ ス タ （ １ ０ ８ ） を 初 期 設 定 す
る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 プ ロ セ ッ サ （ １ ０ ２ ） は 、 暗 号 化 機 能 を 実 行 す る た め の も の で
あ り 、 前 記 モ ン ゴ メ リ 乗 算 は 、 前 記 暗 号 化 機 能 に お け る べ き 乗 を 計 算 す る た め に 使 用 さ れ
る も の で あ る 、 そ の よ う な ス テ ッ プ と 、
　 前 記 レ ジ ス タ （ １ ０ ８ ） に 格 納 さ れ た 前 記 値 に つ い て 、 Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 （ １ １ ０ ） を 使 用
し て 前 記 モ ン ゴ メ リ 乗 算 を 計 算 す る ス テ ッ プ と 、 を 備 え 、
　 前 記 モ ン ゴ メ リ 乗 算 は 、
　 　 ｍ ｏ ｎ ｔ ｍ ｕ ｌ （ Ａ ， Ｂ ） ＝ ｒ ｅ ｍ （ （ Ａ Ｂ － ｑ Ｎ ） ／ Ｒ ， Ｎ ） 、 こ こ で ｑ ＝ ｒ ｅ ｍ
（ Ａ Ｂ 　 Ｎ ’ ， Ｒ ） で あ り 、
　 　 Ａ お よ び Ｂ は 整 数 で あ り 、 ｑ は 商 で あ り 、 Ｎ は 法 で あ り 、 Ｒ は 法 Ｎ と 互 い に 素 で あ る
整 数 で あ り 、 Ｎ ’ は Ｎ Ｎ ’ ≡ １ （ ｍ ｏ ｄ 　 Ｒ ） と な る よ う な 整 数 で あ り 、 ｒ ｅ ｍ は 剰 余 演
算 で あ っ て 、 か つ 、
　 　 前 記 整 数 Ｂ お よ び 前 記 法 Ｎ は 配 列 と し て 実 施 さ れ 、 少 な く と も １ つ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 を
使 用 し て 、 Ａ Ｂ を 計 算 す る た め の Ｂ の 倍 数 で 第 １ の 配 列 Ｔ １ を 更 新 し 、 ｑ Ｎ を 計 算 す る た
め の Ｎ の 倍 数 で 第 ２ の 配 列 Ｔ ２ を 更 新 す る も の と し て 定 義 さ れ る も の で あ り 、
　 第 １ の レ ジ ス タ は 、 前 記 Ｂ お よ び Ｎ の 配 列 の 要 素 を 保 持 し 、
　 第 ２ の レ ジ ス タ は 、 前 記 第 １ の 配 列 Ｔ １ の 要 素 と 前 記 第 ２ の 配 列 Ｔ ２ の 要 素 と を 保 持 し
、
　 第 ３ の レ ジ ス タ は 、 Ｂ の 倍 数 で 更 新 さ れ た 前 記 第 １ の 配 列 Ｔ １ お よ び Ｎ の 倍 数 で 更 新 さ
れ た 前 記 第 ２ の 配 列 Ｔ ２ の 結 果 を 保 持 す る た め に 使 用 さ れ る も の で あ り 、
　 前 記 Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 は 、 乗 算 Ａ Ｂ お よ び ｑ Ｎ の 部 分 を 同 時 に 実 行 す る 単 一 の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令
を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 計 算 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 暗 号 化 機 能 に お け る べ き 乗 を 計 算 す る た め に 前 記 モ ン ゴ
メ リ 乗 算 を 使 用 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 計 算 す る ス テ ッ プ は 、 Ｓ Ｓ Ｅ ２ 命 令 を 使 用 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 モ ン ゴ メ リ 乗 算 は 命 令 の ル ー プ を 有 し 、 前 記 ル ー プ の 各 反 復 は ９ 以 下 の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命
令 を 使 用 し て 実 行 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ９ つ の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 は 、 ２ つ の ロ ー ド 命 令 と 、 １ つ の 乗 算 命 令 と 、 ２ つ の 加 算 命 令
と 、 １ つ の コ ピ ー 命 令 と 、 １ つ の ビ ッ ト ご と の Ａ Ｎ Ｄ 命 令 と 、 １ つ の ス ト ア 命 令 と 、 １ つ
の シ フ ト 命 令 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 　 入 力 Ｂ × 整 数 Ａ の 数 字 の 積 で 配 列 Ｔ １ を 更 新 し 、 更 新 さ れ た 配 列 Ｔ １ 、 Ｔ ２ を 同 じ 前
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記 数 字 で 終 わ ら せ る こ と の で き る 法 Ｎ の 倍 数 を 決 定 す る ス テ ッ プ 、
　 　 前 記 入 力 Ｂ と 前 記 整 数 Ａ の 数 字 を 乗 算 し 、 前 記 法 Ｎ と 前 記 決 定 さ れ た 倍 数 と を 乗 算 す
る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 　 前 記 配 列 Ｔ １ 、 Ｔ ２ を 更 新 す る ス テ ッ プ を 、
　 前 記 整 数 Ａ の 各 数 字 に つ い て 、 右 か ら 左 へ と 反 復 し て 実 行 す る ス テ ッ プ を さ ら に 備 え る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 乗 算 す る ス テ ッ プ は 、 単 一 の Ｓ Ｉ Ｍ Ｄ 命 令 に よ っ て 実 行 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 実 行 す る ス テ ッ プ の 前 に 、 前 記 配 列 Ｔ １ 、 Ｔ ２ お よ び 前 記 法 Ｎ を 初 期 設 定 す る ス テ
ッ プ を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
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